






The Current Condition of Oral Diagnosis 
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1． 設立　　　　a国立　　b公立 ◎私立 学校名（ 歯学部　　）




構成員　　　　名 名 学生数 時 間 回
教授　　　（1）　大学院生 （7） 座学講義　　　（160） （ 2）×（15）
助教授　　　（1）　研究生 （8） 臨床予備実習　（160） （ 3）×（45）
講師　　　（2）　卒後研修生 （） 臨床実習　　　（160） （1140）×（ ）
非常勤講師（5）　看護婦 （） その他　　　　（　） （ ）×（ ）
助手　　　（6）　衛生士 （1）






d各科が交代に担当して 座学講義　　　（　） （ ）×（ ）
eある人達が選ばれて （　） （ ）×（ ）












































構　　成　（　）内非常勤 授　　業 新　　患 備　　考
名　　称









チエア数 レ線設備 緊急例 手術室 技工室
歯科予診室 1
2（1）
1 2／16 3／2 3／8学生がみて宴Cターが確認 5
ロ腔診断学




8 ○ ○ ○
口腔診断学 1 1





















構　　成　（　）内非常勤 授　　業 新　　患 備　　考
名　　称









チエア数 レ線設備 緊急例 手術室 技工室
口腔診断科 1 1
1（2） 5（4）

















○ ○ ○ ○
口腔診断学 1 1
1（9）
2 6 8 131 1 4／10 3／2i12名）
5，5／3
i6名）
・＋罐譲；：；當5 6 ○ ○
総合診断室






























名　　　称 授　　　業　　　’ 初　診　担　当 新　　　　患



















初　診　室 検討中 医員のみが診る 2 ○
表8　講座（科）名のない14校の概要（2）（初診コーナー有）
名　称 授　　業 初　診　担　当 新　　　　　患























































































1 5 ○ 161440○ 2 360○ 8 1440 5
2 26 ○ 1 ○ 6 ○ 242160○ 172040○ 1 330 8
3 28 ○ 4 ○ 7 ○ 403600不 明 ○ 年間 5 8
4 31 ○ 7 ○ 8 ○ 15 1350○ 458100○ 年間 8
5 15 ○ 7 ○ 252250○ 2．5 150○ 2 720 8
6 40 ○ 14○ 4 ○ 4 ○ 18 1620不 明 ○ 10 3600 4 13
7 18 ○ 1 ○ 15 750○ 1 180不 明 17
8 40 ○ 15○ 6 ○ 15 1350○ 1 240○ 2 960 5 7
9 20 ○ 6 ○ 302700○ 5．5 1980○ 13 4680 3 7
10 43 ○ 6 ○ 13○ 8 ○ 101800○ 2 360○ 5 1680 6






















































































予 診 室 3
予 診 科 1
初 診 室 8












北海道・東北 信越・関東 中部・近畿 中国・四国 九　　　州
丁 丁 一 私　立
8
講　病　有 正　一 国　公 3
丁 汗 T 一F 私　立 7講　座　無i室　有） T 国　公 7
一 一 T 私　立 2な　　　し 国　公 2
松本歯学　15（2）1989
せ考える時，そして，さらに，「臨床科目の統合に
併せ，基礎学科の充実を図り，歯科医師として必
要な，社会的事項に関する取り入れ」を，目的に，
国家試験に，新たに，歯科医学，歯科医療総論が
導入されようとしている今日，もはや，旧態然と
したかつての歯科診断学では用をなさずと言わざ
るを得ない．体温，脈拍，呼吸を中心とした，炎
症時の生体変化や，口腔外科における鑑別診断な
どに止まってはいられない程，歯科医学，歯科医
療は，その範囲を広げ，内容が濃いものになって
来ている．
　歯科医師が身につける診断学とは，「現在，生活
をしている人間の，ある程度，整った形態を持ち，
133
そしてよりよく機能する口腔」という原点を軸と
して，総合的に教育，実習されるべきであろう．
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